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課題名

試験研

究 年 次

Ｉ 目

１１九州北部水田野菜地帯における地域輪作方式の確立

(1)セル成型苗利用等による露地野菜地帯における高収

益地域輪作方式

６３～２年（完了 ）

的

一

分類 ②’

セル成型苗を利用した育苗作業の分業方式、 野菜機械移植機の導入、一

部 野菜の調製作業委託、２年に１回水稲作付け等を前提条件とした高収益

野菜生産を図る地域輪作営農モデルを策定し、地域輪作方式の確立に資す

・ る 。

Ⅱ試験方法

１現地実態調査

（１）調査対象地域三井郡北野町、大刀洗町

（２）調査方法対象地域の農業概要及び作目や作付体系について、北野

町は６２戸、大刀洗町は３８戸、アンケート調査を行った◎

２水 田 野 菜 の 育 苗 作 業 分 業 による作付体系改善効果調査

（１）試験実施場所試験場 園 芸 研 究 所 圃 場

（２）調査項目セル成型苗の育・苗方法と苗形質、野菜品目別セル成型苗

の適応性、セル成型苗利用による連作及び輪作体系

３野菜の機械適応性試験（野菜 品目．.試験場所･）

（１）自走式苗自動供給型（ＰＶ１００）・リーフレタス・三井郡北野町

（２）トラクター直装式レシフ，ロモーアホウレンソウ〃試験場農産研究所圃場

４地域輪作営農モデルの策定

北野町Ｏ地区の全農家を 対象に、新技術・作付体系を前提とした試験

データをもとに、 線形計画法 を用いて地域輪作営農モデルを策定し、経営

改善効;果の検討を行った。

Ⅲ主要成果の概要

現地の実態調査を踏まえ地域輪作営農モデルを策定し、経営改善効果の

検討 を 行 い、 慣行 技術 ・作 付体系より労働時間を増加しないで高収益の野

菜 作経営が実現できることを明らかにした。

１均一な健苗が用いられる野菜作であるため、野菜栽培技術の高位平準化

を図ることができ、水田の土地利用率は１．６～３．９倍増加し、 輪作体系を多

様化できる。

２年間の野菜作付回数が増加し、 生育も安定化するため、播種に始まる慣

行の作付方式に比べて単収は約 ５ ０ ％ 増 加 す る。

３野菜の作業時間は、機械移植により慣行方式に比べて３０～３５％省力でき

る０ －－－．‐

４家族労働１時間当たりの農業所得が慣行の１．４～２．０倍になり 、 同１人当

たりの農業所得は９７５～２，２７３千円増加する。ｆ－

－３５６－
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Ｖ成果の評価と取扱上の留意点

１水田露地野菜作に、新技術・作付体系を組み入れた地域輪作営農モデル

を策 定したので、地域輪作方式の定着化が可能になる。

２新技術・作付体系導入効果を、地域の作付栽培協定委員や農協の協力の

もとに土地利用調整作業に反映させる必要がある。

３策 定 し た 地 域 輪 作 営 農 モ デルの普及のためには現地実証試験が必要であ

る｡

Ⅵ今後の研究上の問題点

１労働配分と労働強度の軽減面を重視した野菜の作型樹成と作業体系。

２共 同 大 量 育 苗 に お け る 苗 の安定供給及び本田作業との連携方法。

３野菜の調整作業の機械化。

Ⅶ資料名

l九州農業研究第５２，５３号

２福岡県農業総合試験場研究報告Ｂ第１０号

３ ６３～元年度地域水田農業資 料 第 １ 号 九 州 北 部 水 田 野 菜 地 帯 に お け る

地域輪作方式の確立福岡県 農業 総合 試験 場
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